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 暦の上ではもうすぐ立春です。それぞれの学年のまとめと同時に、６年生の卒

業に向けた取り組みと、新１年生の入学準備を始める時期になりました。 

４日（土）には土曜授業（学習参観）・作品展、２８日（火）には、今年度最終

の学習参観と懇談会をおこないます。この１年間の子どもたちの成長を振り返る

懇談会にしたいと思います。ぜひご参加ください。 

 

 

 

  ２月は「しっかり勉強しよう」を 

中心に取り組んでいきます。 

 
 

 月  日 曜 行 事  備    考   

１日 水 

かけ足の日 全校児童でかけ足運動に取り組みます。 

５年茶道教室 5 年生が茶道を通して、礼儀とおもてなしの心を学びます。  

代表委員会 ５時間目終了後に行います。 

２日 木 
健康生活指導日 爪やハンカチなどのチェックをします。 

委員会活動 ４、５、６年生が６時間目に行います。 

３日 金 授業アンケート配布 学級担任等の授業に関するアンケートにご協力をお願いします。 

４日 土 土曜授業・学習参観 

４、５、６年は９時４５分～１０時３０分 

１、２、３年は１０時４５分～１１時３０分 

が参観の時間です。 

４日

６日

土

月 
作品展（講堂） 

土曜は９時～１２時２０分まで開館 

月曜は９時～１５時３０分まで開館 

６日～１０日  なわとびチャレンジ週間 １５分休みになわとび運動にチャレンジします。 

６日 月 ３年社会見学 明治製菓に見学にいきます。 

８日 水 ２年社会見学 キッズプラザ大阪に見学に行きます。 

９日 木 
６年理科出前授業 パナソニックの方が来られ、出前授業を行います。 

クラブ活動 ４～６年生が各クラブに分かれて行います。 

１０日 金 
なわとび大会 児童集会時になかよし班で行います。 

１３：００下校 教員が「総合研究発表会１」に参加する関係で下校が早まります。 

１３日～１７日  きら・ピカウイーク 給食後の歯みがきがしっかりできるようにします。 

一．あいさつ・返事をしっかりしよう 
一．しっかり勉強しよう 

一．友達と仲良くしよう 
一．きまりを守ろう 
一．健康に過ごそう 

学校教育目標「強く、正しく、朗らかに、心豊かで たくましい子どもの育成」 



１３日 月 いじめアンケート配布 いじめに関するアンケートを行います。ご協力をお願いします。 

１４日 火 
３年車いす体験 車いす体験をすることで、車いすの方にやさしい社会について学びます。 

４年高齢者擬似体験 淀川区社会福祉協議会にご協力いただき、4年生が高齢者の擬似体験をします。  

１５日 水 
３年七輪体験 地域の方にお世話になり、七輪を使ってお餅を焼きます。 

フープの日 休み時間にフープで遊べるようにします。 

１６日 木 

なかよし班活動 ２時間目、卒業を祝う会に向けた活動を行います。  

車いすの方のお話 １、２年生が車いすに乗られている方のお話を聞きます。 

クラブ活動・見学会 ３年生が各クラブを見学し、来年度の入部についての参考にします。  

スクールカウンセラー来校 相談したいことがありましたら、教頭までご連絡願います。 

２０日 月 クラブ活動（予備日） 16 日のクラブ見学が雨天の時は、この日に見学をします。  

２１日 火 ６年ゆかいな中国講座 6 年生が中国の民族や文化について学び、プロ奏者の演奏を聴きます。  

２２日 水 代表委員会 ５時間目終了後に行います。 

２３日 木 クラブ活動最終 今年度最終のクラブ活動です。 

２４日 金 １３：００下校 教員が「総合研究発表会２」に参加する関係で下校が早まります。 

２７日 月 ステップアップ教室最終 今年度最終のステップアップ教室です。 

２８日 火 学習参観・懇談会 今年度最終です。たくさんのご参観をお願いします。 

３月２２日 水 卒業式 ５年生が在校生代表で出席します。１～４年生は休みになります。  

３月２４日 金 修了式 学年最後の日です。１２時ごろ下校予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「十三地域防災訓練に思う」 
    校長 前田 耕一 

 

１月２９日（日）に、学校で「十三地域防災訓練」が行われました。一週間前に予行され

るなど、命に直接関わる真剣な取組です。避難所を開設するのですが、本部にはいろいろな

ところからたくさんの情報が入ってくるので大変です。災害時ですから、鉄道の脱線事故で

けが人が出たり、近くで火事が起こったり、たくさんの人が受け入れを望んでいたり、中に

は通訳の必要な人がいたり、いろいろ対応をしなければならないことになります。また、校

内でも、受け入れたけが人の対応や簡易トイレの設置や諸々のトラブル、ペットの扱いや炊

き出しの用意など、緊急に対応しなければならないことが続出です。そんな中で、組織を円

滑に動かすのは至難なことです。しかし、適切に判断し、指示し、実行していかないと、避

難所はパニックに陥ってしまいます。 

 訓練の様子を本部でみていて、改めて、物事を判断するには、現状を正確に認識すること

と連絡系統をきちんとしておくことが大切だと感じました。そのためには、表や（校内）地

図を活用して、時刻や（人）数などの情報と、指示内容と実施されたかどうかの確認を、誰

が見ても分かるようにしておくことが必要になります。訓練とはいえ、みなさん役割に従っ

て手際よく動かれていたのですごいと感心しました。区役所の方や市の危機管理室の方が来

られていて、アドバイスをされていました。必ず、本部長に報告すること、他の部・係と情

報のやり取りを確実にすること、文書にして記録を残しておくことなど、徹底されていまし

た。非常時ですから、短時間に適切に判断せねばならないので、どうしても慌ててしまいま

す。でも、そんな時だからこそ、現状を正確に認識して本部長の指示のもとで動かないと現

場が混乱するのです。報告・連絡・相談と言いますが、やはり基本はどんな状況の時にも守

らなければなりません。勝手なことは、秩序を乱します。 

 十三地域の連携のよさは、まさに地域力の現れです。十三の地域力は、安心につながると

確信しました。 

 


